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移動体利用：国際化に適応 
精密単独測位（PPP）は RTCM規格10403.2 で規定 
センチメータ級測位補強サービスは「RTK-PPP」 

(注) PPP: Precise Point Positioning 

規格制定 
ステップ 

分類 和訳（案） 補正情報 

1 
DF-RT-PPP 
  Dual Frequency 
   Real-Time PPP 

二周波リアルタイム 
精密単独測位 

・衛星軌道補正 
・衛星クロック補正 
・信号間バイアス補正（コード） 

2 
SF-RT-PPP 
  Single Frequency 
  Real-Time PPP 

一周波リアルタイム 
精密単独測位 

軌道・クロックの補正に次を追加： 
・電離層伝搬遅延補正（垂直方向） 

3 
RTK-PPP 
  Real-Time 
  Kinematic PPP 

RTK精密単独測位 

DF-RT-PPPに次を追加： 
・電離層伝搬遅延補正（衛星方向） 
・対流圏伝搬遅延補正 
・信号間バイアス補正（位相） 

国際標準化機関 
海事用無線技術委員会 (RTCM) 
 Radio Technical Commission for Maritime Services 
 RTCM規格10403.2  §3.5.12 
 2013年1月発行 
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2004年ITS世界会議＠名古屋の資料より抜粋 

2009年第16回ITS世界会議ES06資料より抜粋 

将来利用：「高精度カーナビ」だけですか？ 
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出展 



協調作業（Working Group）⇒基盤を強化 

海外展開 

利用環境 

標準化 

鉄道 

自動車 

LBS 

サービス 
プロバイダー 

チップセット 

建機 

農機 

事業構造 
価値連鎖 
⇒付加価値を増大 （Work Shop） 

⇒分野を拡大 

創造作業 

端末 

コンテンツ 
アプリ 

サービス 
プロバイダー 

衛星測位事業の 
枠組み(QBIC) 
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